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 要  旨 
近年，学習者自身が主体的に考え行動することで，人や社会，自然等と直接触れ合い，経
験や知識を豊かにする体験学習の重要性が高まっている． 
このような体験学習における支援は，体験前，体験中，体験後のように支援のタイミング
によって３つに分類される．しかし，体験前に与えられた情報を見落としたり，計画通りに
体験が行えないなど，体験前，体験中の支援の効果が十分に表れないことがある． 
そこで，本研究室の先行研究では，体験後の支援に着目し，現地調査を行い，知識を構築
するようなフィールドトリップ型の体験学習を支援の対象としている．体験学習後の振り返
り支援を行い，さらに，体験したことに関連する未知情報への気づき（Unknown Awareness）
を与えるために Web から適切な未知情報（UA 情報）を抽出し，それを学習者に与えること
で体験知識を増幅させる，体験増幅支援システム ReTrip を開発してきた． 
本研究では，ReTrip に蓄積される体験学習の履歴（体験履歴）に着目した支援を行う．同
じ体験目的を持った体験履歴では，学習者によって学び方や訪れる場所によって差異が生じ
るが，類似した構造になる．この時，先行学習者の履歴と自身の履歴を比較し，その差分を
抽出し，提示することで UA を与えられると考えられる． 
学習者の体験履歴と最も類似する体験履歴を選び出し，その体験履歴から，「スポット内差
分検索」，「関連スポット差分検索」，「周辺スポット検索」の手法で UA 情報を抽出する． 
また，これらの支援システムをポータブルデバイス上で実現する．ポータブルデバイスは，
持ち運びができ，画面を直接指で触れ，操作ができるタッチパネルを搭載している．体験増
幅支援システムをポータブルデバイスで実現することにより，体験学習を行ってから体験後
の支援へシームレスに移行できることや，体験履歴を直感的に操作することにより，学習者
自身の知識と UA 情報の関係性をより明瞭にすることが期待できる． 
本研究では，この開発した支援システムに関して，抽出した UA 情報の有効性を検証する
ケーススタディを行った．また，被験者がシステム利用を行った際の操作ログなどからシス
テムの使われ方を検証し，今後のシステムの発展について考察している． 
 
